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※この資料は、講師が作成したものです。この資料に記載する情報は、講師が正確且つ信頼し得ると判断し
た情報源から入手しておりますが、その正確性又は完全性を保証したものではありません。記載された意見
は、作成時点における講師の判断ですが、予告なしに変更することがあります。この資料を入手された方は、
講師の事前の同意なく、全体又は一部を複製したり、他に配布したりしないようお願いいたします。 また、
実際の投資にあたっては、ご自身の責任と判断においてお願い致します。 



歩み値とは？ 
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・歩み値とは、その銘柄の実際に約定し
た一件、一件の取引を時系列で表したも
のです。 
 
赤は前の歩み値から株価が上昇した場合、
青は価格が下落した場合、白は価格が変
わらない場合につきます。 
 
何株売買があったかは通常は出来高を見
ます。しかし、たとえば１分足の出来高
が１万株だった場合、その１万株が１０
０株の小口が１００回出来た１万株なの
か１万株の大口が１本入った１万株なの
かが、出来高ではわかりません。ところ
が歩み値なら、全ての取引が時系列で表
示されます。つまり、大口の投資家の動
きを察知することができるのです。 

 



歩み値とは？ 
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・例えば現在の株価が990円の時、
1000円の売り板が買われると株価が
騰がるので赤の歩み値。 
 
次に990円の買い板が売られると株
価が下がるので青の歩み値。 
 
ただし、次に990円の買い板が売ら
れた場合は値段が変わらないので白
になる（値段が変わらない場合は、
売りでも買いでも色は白になる） 
 

売り株式数 株価 買い株式数 

7,800 1,030   
2,300 1,020   
1,500 1,010   
1,200 1,000   

  990 500 
  980 1,000 
  970 2,500 
  960 900 



買いには強い買いと弱い買いがある 
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強い買い 
とは？ 

• もしも、その銘柄が上がるという非常に確度が高い情報を得
られたとしてら、すぐにその銘柄に出ている売り注文を買う
と思います。売り注文に買いをぶつけてすぐに買う、これが
強い買いです。 

弱い買い 
とは？ 

• 特に情報は無いけれども、ある銘柄が中長期的に上昇しそうだと予
想した場合、ここまで株価が下がったら買おうといって、現在の株
価よりも下の値段に指し値の買い注文を入れるケースがあります。
すぐに買わなくても良い、これが弱い買いです。 

大口の 
強い買い 

• 株価が上昇する１つのキッカケは大口（新興市場に上場している株
式の場合500万円以上が目安だが銘柄によって株数は変わる）の強い
買い（赤の歩み値）が複数出るケースです。特に3000万円クラスの
大きな買いが入った場合は要注目です。 



なぜ歩み値が大事なのか？ 
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大口 
• 一番大事なことは大口投資家の動きが分かること。特に超大
口（小型株で１本3000万円以上）は重要な買いサイン。 

早い 

• 大口投資家は出来高の中には隠れることが出来ますが、歩み
値を見ると隠れることが出来なくなります。大口の歩み値
は株価が動くよりも早くサインが出る傾向があります 

コバン 
ザメ 

• 大口投資家の動きは常に正しいとは限りませんが、個人投資
家よりは遙かに正しい動きをします。大口投資家の動きをい
ち早く察知し、その動きに乗る事が可能なのです 



ある時点の歩み値
とチャートの比較 



売り時も 
歩み値で判断 
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① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

大口の買いが入ってくるのを待つ。金額でいくら以上が大口かは銘柄やその時の
判断状況によって変わる 
 
上記では 
①で大口の買いが入り→買い判断 
②で大口の売りが入り→売り判断 
③で大口の買いが入り→買い判断 
④で大口の売りが入っている→売り判断 

655円買い→633円売り ＋１．２％ 
677円買い→695円売り ＋２．６％ 
で合計＋３．８％の利益 



① 

② 

① 

② 

上記では 
①で大口の買いが入り→買い判断 
②で大口の売りが入り→売り判断 
 
＋１．２％の利益 



① 

① 
② 

② 

上記では 
①で大口の買いが入り→買い判断 
②で大口の売りが入り→売り判断 
 
＋１４．８％の利益 



直近の注目銘柄と 
その理由 



■北の達人(2930)・・売上の７割が定期購入、高い経営効率 
 
同社はオリゴ糖の健康食品「カイテキオリゴ」（オリゴ糖食品では全国売上トップ）などの
健康美容食品や化粧品などをネット通販している企業です。この事業規模にして従業員103人
、ROE48.8％という圧倒的に効率の良いビジネスを行っている点は更なる成長を予感させます
。更に感心するのは売上の約７割が定期購入であることで、この顧客基盤は強力だと思いま
す。良い商品を厳選しているからこそ顧客が納得して商品を利用し続けているのだと思いま
す。長期目標としては今後もニッチマーケットを中心に 複数アイテムを展開していき、 高
収益のまま年商300億～500億を目指すとあります。 
 
■イオレ(2334)・・急拡大する見込みの運用型求人広告市場での躍進 
 
同社はこれまで大学生サークルやPTAが連絡に使う「らくらく連絡網」を祖業しますが、現在
はこの2000万人の登録情報を武器に運用型ネット広告事業に事業転換を行っています。同社
の魅力を一言で言えば、2000万人の登録者を武器に今後市場が急拡大すると見られている運
用型求人広告市場に切り込んでいる点です。これが成功すると長期で業績は急拡大する可能
性もあります。 
 
■システムサポート（4396）・・クラウド市場拡大の追い風に乗って業績拡大 
 
独立系のIT企業で、システム開発、データベース（Oracleのゴールドパートナー）やクラウ
ド（アマゾンやマイクロソフトの日本法人パートナー、世界トップクラスの企業が導入する
クラウドサービス「ServiceNow」の国内有数のパートナー企業）の導入・移行支援など手が
けています。2018年度に前年度比18.1％増の1兆9422億円となるなど国内クラウドサービス市
場は大きく成長しているところで、注目出来る企業と思います。 



今後の相場見通し 



世界の製造業/サービス業景況感指数 
■米国 ISM 製造業・サービス業景況感指数（ポイント） 
 

■ユーロ圏製造業、サービス業景況感指数推移（ポイント） 

■ Caixin ﾏｰｸｲｯﾄ 中国製造業・サービス業景況感指数（ポイント） ■日経日本製造業・サービス業景況感指数（ポイント） 
 

世界の製造業/サービス業景況感指数 
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ISM製造業景況感指数 ISMサービス業景況感指数 
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日経日本製造業PMI 日経日本サービス業PMI 
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財新中国製造業PMI 財新中国サービス業PMI 

※1971年1月～2016年12月までのデータで計算しています。ブルームバーグのデータを元に講師が作成 



ヘッジファンドの米国株エクスポージャー急増 
３月の25％ショートから7月初めまでには50％余りのロングへ 

（通常は2～3ヶ月後の成績が悪くなるサイン） 



日経平均月別アノマリー 
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

騰落率（左） 54.5% 37.4% 81.8% 64.6% 11.4% 10.0% 2.5% -43.8% -41.2% -8.8% 60.5% 83.1%

勝率（右） 63.0% 54.3% 60.9% 67.4% 47.8% 58.7% 47.8% 47.8% 43.5% 50.0% 60.9% 67.4%

40.0%

45.0%

50.0%
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※1971年1月～2016年12月までのデータで計算しています。 
ブルームバーグのデータを元に講師が作成 



戸松先生への質問 



講座を体験したい方は 

録画版のフォームに 

ご登録ください。 



和島英樹先生 

ご登場ください 



年後半の相場見通し＆ 
記者の目から見た有望セクター・銘柄 

和島 英樹 （ラジオNIKKEI解説委員） 

２０１９年７月２２日 

24 



日経平均の上値メドは！？ 

日経平均の１株利益約１７８０円（決算終了時） 
  為替前提１ドル＝１１０円程度 

 １９年３月期２．８％減益（経常利益は１．９％増） 

 ２０年３月期１．４％減益（経常利益は０．４％減） 

 過去３年間は１２～１６倍で推移 １９年３月期ＰＥＲ 

     １１倍１万９５８０円（下値メド） 

     １４倍２万４９２０円（上値メド） 

 ２０年３月期の上期はハードル高い 

   減益ではプレミゕムが付きにくい 

  Ｐ；Ｒ１倍は１万９９５３円（解散価値） 
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日経平均と１株当たりの利益 

26 



想定される強弱材料 

•期待材料 
 デフレ脱却（賃金上昇） 

 第４次産業革命の本格化 

 米中貿易摩擦の沈静化 

 消費税引き上げ延期 

•懸念材料 

 米金利上昇、円高 

 米中貿易戦争の領域拡大（貿易の縮小） 

 １９年１０月の消費税率の引き上げ 

 世界・国内景況感の悪化 
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重要イベント 

７月３０日～３１日 ＦＯＭ＜ 

８月２２日 米ジャクソンホール（各国中銀関係者
出席） 

  ２４日～１６日 Ｇ７（日米首脳会談？） 

９月１２日 東京ゲームショウ 

  １７日 ＦＯＭ＜ 

１０月１日    消費税率８％→１０％引き上げ 

１０月１８日～１９日  ＦＯＭ＜ 

１０月末     英のＥＵ離脱期日 
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日経平均株価 週足 

  29 

ストックウェザー(株)提供 i-chartより 



 ＴＯＰＩＸ 週足 
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ストックウェザー(株)提供 i-chartより 



日経平均株価 月足 
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ストックウェザー(株)提供 i-chartより 



需給・外国人投資家の動向次第 

・２０１８年は現物５兆７０００億円、先物７兆５０００億円＝合
計１３兆２０００億円の売り越し 

・アベノミクス後で最大 

・現物は１９８７年（ブラックマンデー）以来の売り越し 

・2015年（チャイナショック）時は翌年に買い越し転換 

外国人は時価総額大きく・流動性の高いコア３０・ 

ラージ７０を売買。買い戻しなら主力株から戻す公算が大きい。 
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５月２３日１面 



ドル円 月足 
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ストックウェザー(株)提供 i-chartより 



 とにかく５Ｇはやってくる、設備投資本格化へ 

• 5Ｇは現行の4Ｇに比べて通信速度が最大100倍 

• スマホ向け高速通信のほか、ＩｏＴの実用化、自動運転
では常時高速通信などにも活用 

• 米、韓国が2019年にスタート。日本では2020年の東京オ
リンピックでの普及が目標 

• 国内で20年までに総投資額が10兆円に達するとの見方も 

• 世界の通信事業者や機器メーカーが相次いで商用化計画
の前倒しを表明するなど、全世界的にも5Ｇ投資が進む 

 ※現在はまだフェーズ１規格 フェーズ２は今年年末か
ら需要出始める 



次世代５Ｇシステムとは 
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出所：村田製作所ＨＰ 
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出所：村田製作所ＨＰ 



主な５Ｇ関連銘柄、アンリツなど有力 
 

• ゕンリツ <6754> 通信計測器の大手メーカー。携帯電
話や基地局向けに強く、海外でも高いシェゕを誇る。受
注が本格化する19年3月期以降は急回復に向かう可能性
大。 

• 村田製作所 <6981> 通信などに使われるセラミックコ
ンデンサーで世界首位。5Ｇでのセラミックフゖルタや
ミリ波対応ゕンテナ一体型モジュールのサプラ゗ヤーと
しても最有力。 

• ＜Ｔ＜（４７８９）、 Ｓ＜ＳＫ（９７１９） システ
ム゗ンテグレータ 

• ネットワンシステムズ（７５１８） ネットワークを構
築 

 



５Ｇ関連銘柄２ 

•ゕドバンテスト（６８５７） ５Ｇで通信速
度、同時接続端末数、応答速度が劇的に向上。
関連テスターニーズ急増へ。４Ｋ・８ＫＴＶの
拡大はデゖスプレ゗Ｉ＜テスタの需要増も。 

•ゼンリン（９４７４） 地図情報で他社を圧
倒。自動運転向け３次元地図でも先行。 

•ＮＥ＜（６７０１） 国内基地局でフゔーウェ
゗に次ぐ。韓国サムスン電子と提携。開発コス
ト削減。米国での基地局展開にも期待。基地局
では富士通（６７０２）が推定３位。 
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それでも微細化は止まらない 

• 蘭・：ＳＭＬ社＝ＥＵＶ（極端紫外線）露光装置を量産化
＝半導体を極限まで微細化する技術 

 １０ナノ→３ナノの世界へ １台１２５億円 

 ＴＳＭ＜は２０２２年までに２兆２０００億円を投資し量
産化へ、  サムスンも追随。 

 ＨＯＹ：（７７４１） ＥＵＶ関連が２割を突破ＥＵＶ露
光にはＨＯＹ：が世界シェゕトップを誇る高性能なマスクブ
ランクスやフォトマスクが必須となっている。これらは半導
体の微細で複雑な回路パターンを半導体ウエハに転写する際
の原版。 

 レーザーテック（６９２０） マスクブランクス検査装置
ではシェゕ１００％。１９年６月期に初受注（２台）。今後
加速へ～～ 
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主な半導体関連銘柄 
 
・東京エレク（８０３５） エッチング世界有数 

・ＳＣＲＥＥＮ（７７３５）ウエハ洗浄装置世界首位 

・信越化学（４０６３） シリコンウエハ大手 

・ＳＵＭＣＯ（３４３６） シリコンウエハ世界シェア３割 

・アドバンテスト（６８５７） ＤＲＡＭ検査装置世界首位 

・東京精密（７７２９） ウエハテスター世界トップ 

・ディスコ（６１４６） 切断、研削、研磨で世界首位 

・ＨＯＹＡ（７７４１） 超微細加工用のフォトマスク 
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今度こそ、上市なるか 

• バイオ関連元年！？ 

 サンバイオ（４５９２） ＳＢ６２３が外傷性脳損傷領域で日米
臨床２相成功→２０年１月期中に承認申請へ 慢性期脳梗塞薬は頓
挫だが～～。 

 第一三共（４５６８） ＤＳ８２０１ 胃がん、乳がんなど広範
囲ながん領域に適用 ＡＤＣ（抗体薬物複合体）＝“鎖”で抗体を
結びつけ、がん細胞を狙い撃ち。攻撃力は１０倍、臨床試験で成果
相次ぐ、末期がんにも 

１９年度にも申請へ 
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有望新薬が前進 

ＪＣＲファーマ（４５５２） Ｊブレインカーゴ（血液脳関門通過
技術）ハンター症候群Ｐｈ３ 

 

ヘリオス（４５９３） 急性期脳梗塞薬（ＰＨ２・３ 先駆け審査、
４Ｈ→３６Ｈへ）、加齢黄斑変性薬（臨床試験へ） 

 

タカラバイオ（４９７４） ＣＡＲ－Ｔ（次世代がん免疫療法）、
白血病でＰｈ１・２ Ｔ細胞を遺伝子操作 ネトロネクチンに強み 
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中国がダメでもインドがある！？ 
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出所：楽天経済研究所 



インド関連銘柄 

• ＴＯＴＯ（５３３２） インドで水洗トイレ工場を建設 

• クボタ（６３２６） インドを重点的に強化 

• ユニチャーム（８１１３） インド事業黒字化 

• 関西ペイント（４６１３） 自動車塗料を欧米車にも 

• スズキ（７２６９）  現地でシェア圧倒的 

• サカタのタネ（１３７７） インドでもブロッコリー 

• 日立建機（６３０５） インドでシェアトップ 

• ダイキン工業（６３６７） インドエアコン首位 
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内需関連株は継続的に物色へ 

• １８年の自然災害多発で「国土強靭化」を再評価 

• 景気減速なら「経済対策」への期待感 

• 政府。老朽インフラ補修に１８年度から３年で３兆円を投
じる方針。 

 

• ２０２０年の東京五輪後も再開発相次ぐ 

 東京・八重洲開発、品川駅前再開発、新橋駅前開発、兜
町・茅場町開発、リニア新幹線工事～～ｅｔｃ 
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内需関連株は継続的に物色へ 

 

ゼネコンのほか、熊谷（１８６１）、鉄建（１８１５）など 

 ・前回東京五輪開発時のインフラが老朽化 

 補修＝ショーボンド（１４１４） 

 

 橋梁＝横河ブリッジＨＤ（５９１１）、ＯＳＪＢＨＤ（５
９１２・旧日本橋梁）、ＰＳ三菱（１８７１） 

 

 港湾＝五洋建（１８９３）、東亜建（１８８８） 
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日本のプラットフォーマー候補は？ 

・ペプチドリーム（４５８７） 

 特殊ペプチド活用の創薬プラットフォーム、原薬の生産も 

・エムスリー（２４１３） 会員医師向け製薬情報をネットで提
供。日米欧、中国など世界で５００万人にリーチ 

・エフピコ（７９４７） 食品トレー最大手。リサイクルトレーで
飛躍 
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くれぐれも 
 

投資のご判断は 
 

ご自身でお願いします 
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平野朊之先生 

ご登場ください 





ダマシを抑えて 

株価変動の初動を 

見極める方法 



トレンドの確認方法と参入ポイントの基礎 

・実際に行うトレードの時間足以外の時間足の流れを確認する 
  
 
  
 
 
理由：① 長い時間足の参加者の方が多く、チャートも機能しやすい 
 
理由：② 他の時間足でトレードを行っているトレーダーの 
      方向を確認できる 
 
理由：③ 短い時間軸は、やがて長い時間軸の流れに向かう 
 
 



トレンドの確認方法と参入ポイントの基礎 

   ・マルチタイムフレームを使う 
        （または幾つかの時間足チャートを表示する  
 
  
 
 
   
   
  注意：① 実際に行うトレードの時間足と近過ぎないこと 
 
  注意：② 実際に行うトレードの時間足と遠過ぎないこと 
 
 
 



トレンドの確認方法と参入ポイントの基礎 

・上位足は「×15倍～30倍」が目安 

  1分足    ⇒      15分足（30分足） 

   5分足    ⇒      60分足 

   15分足    ⇒       4時間足 

   30分足    ⇒       8時間足 

   1時間足     ⇒       日足 

     日足     ⇒       週足（月足） 



トレンドの確認方法と参入ポイントの基礎 

週足 

日足 



最近のドル円 

【日足+週足: 平均足改良版】 



通常の平均足は「ダマシ」が多い・・・ 



最近の日経225先物 

【日経225先物(週足):平均足改良版】 



最近の日経225先物 

【日経225先物(日足):平均足改良版】 



楽天(株) 4755 



(株)ＮＴＴデータ 9613 



パナソニック(株) 6752 



(株)みずほフィナンシャルグループ 8411 



勝率からリスク・リワードを導く 

  ・今までの売買経験から 
     
       「どのくらい勝っているのか？」 
 
         または 
 
       「どのくらいなら勝てそうなのか？」  
 
  
 
 
   
   どのくらいまで利益を伸ばせばよいのか？の目安になる 
 



勝率からリスク・リワードを導く 



勝率からリスク・リワードを導く 



勝率からリスク・リワードを導く 



講座を体験したい方は 

録画版のフォームに 

ご登録ください。 



矢口新先生 

ご登場ください 
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実はやってはいけないこと 

証券マンが 
相場を知っているわけではない 

リスクとリターンは 
常に表裏一体 

証券会社に従う 

リスクフリーを買う 

利回りアップはリスクの先送り 
信用リスクかオプションの売り 

高利回りを買う 

© 2019 Financial Intelligence 

金融機関でも 
破綻はナンピン買いから 

ナンピン買い 
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時間のリスクを管理 
→ ロング・ショート（買いと売り） 

を組み合わせる 

時間のリスクをとる 
→ 機能するのは人口、経済、マネー 

などの拡大期だけ 

スウィングトレード 

長期保有 

時間のリスクを持ち越さない 
→ 目の前で完結させる 

短期トレード 

実は相場のリスクは時間 
 

時間の経過による投資環境の変化を管理する 

© 2019 Financial Intelligence 
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実は間違っているリスク管理 

現状認識に役立つもので 
人がつくったもの 

損益に直結する割高・割安は 
価格波動の山と谷 

テクニカル指標 

何が割高・割安か 

損切りオーダーは 
最も大事なことの他人任せ 

損切りオーダー 

© 2019 Financial Intelligence 

コストは自分の都合 
価格の波動は相場の都合 

パーセンテージ 
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キャピタルゲイン狙いの３手法 

相場の上げ下げを狙い 
通常の買い持ち、空売り 

割安を買うと同時に 
割高を売る（リスクヘッジ） 

ディレクショナル 

アービトラージ 

上げ下げを狙うが 
少しの利鞘で利益を確定 

スカルピング 

© 2019 Financial Intelligence 
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１分足、５分足の 
ローソク足の波動を狙う 

日足のローソク足の波動を狙う 

短期トレード 

スウィングトレード 

最も効率的な運用 
 

ローソク足数十本で上げ下げする波動を捉える 

リスク管理ができない 
長期保有 

© 2019 Financial Intelligence 
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最も効率的な運用：波動を捉える 

© 2019 Financial Intelligence 



相場は常に行き過ぎる 

相場は常に行き過ぎる 

トレンドとボラティリティ 



大量に買っても 
売り戻せば 

価格は振れるだけ 

少し買っても 
持ち続ければ 

価格はいつか上がる 

トレンドとボラティリティ 



量を使うのは 
仮需・投機 

売切り買切り 
長く持つのは 
実需・投資 

トレンドとボラティリティ 



市場価格はなぜ動くか？ 

トレンドとボラティリティ 

価格がすべての拠り所 

© 2019 Financial Intelligence 82 



縦糸戦略 

ボラティリティショート 

出来高の急増は 
投機資金の流入を示唆する 

 
ボラティリティを伴った 
出来高の急増後には 

投機資金の反対売買が期待できる 

プライスロング 

プライスショート 

© 2019 Financial Intelligence 83 



縦糸戦略と確率 

縦糸戦略では 
ほとんどの銘柄がある地点 
（例えば２σ）で反転する 
ことを期待して逆張りする 

 
TPA理論では 

この２σ（行き過ぎ）での反転は
投機資金の反対売買により 

起きると考える 
 

行き過ぎを判断するのに 
（収益を反映する）価格波動の 
山越え、谷越えを確認する 

正規分布想定の標準偏差と
現実の株式市場 

緑色線は正規分布を想定した標準偏差 
黄色線は現実の株式市場 

矢印は縦糸戦略による転換後の逆張り 

© 2019 Financial Intelligence 84 



横糸戦略 

ボラティリティロング 

トレンドに伴う 
ボラティリティの減少は 
投資資金の存在を暗示する 

 
その前後に出来高 

ボラティリティの上昇が伴うと 
トレンドに沿った動きが継続する 

プライスロング 

プライスショート 

© 2019 Financial Intelligence 85 



横糸戦略と確率 

横糸戦略では 
投資資金によるトレンドに乗る 

 
トレンドに 

投機資金が加わることにより 
「行き過ぎ」の状態が出現する 

状況を期待する 
 

縦糸・横糸両戦略は 
損益相殺となる懸念があるが 

それは同時に 
リスクヘッジを意味する 

 
個別銘柄価格の割高・割安 

のアービトラージを行うことで 
安定的な収益を狙う 

正規分布想定の標準偏差と
現実の株式市場 

緑色線は正規分布を想定した標準偏差 
黄色線は現実の株式市場 

矢印は横糸戦略による順張り 

© 2019 Financial Intelligence 86 



87 

谷越え確認の買い 

山越え確認の売り 

上抜けの買い 

波動の変化を捉える４つの売買パターン 

下抜けの売り 

© 2019 Financial Intelligence 
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日足の波動を捉える 

買いと売りを 
６対４の比率で組み合わせる 

波動 

ロング・ショート 

個別株の出来高急増に注目し銘柄を探す 
エスチャート 

矢口流スウィングトレード・ポートフォリオ運用 

確実執行し 
時間を節約、ストレスを軽減する 

寄り値成行き売買 

© 2019 Financial Intelligence 



89 

誰かが実際に売買した証 

その銘柄に何かが起きた暗示 

出来高は出来事 

出来高急増 

市場でリアルな情報は価格と出来高だけ 
リアルな情報 

なぜ、出来高か 

出来高急増と 
売買４つのパターンが一致 

情報の確度 

© 2019 Financial Intelligence 
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エスチャート・スクリーナーで抽出する銘柄 

© 2019 Financial Intelligence 
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長続きする運用を目指す 

投資環境、市場価格の変化は 
時間の経過を伴う 

取れる時に取る： 
年末年始、大型連休は休む 

時間はリスク 

メリハリをつける 

確実に積み上げる 
継続することを重視する 

生き残る 

© 2019 Financial Intelligence 
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イベントリスクを避ける 

© 2019 Financial Intelligence 







もう１つの相場の実話 
 
 

勝てば収益が残る 
 

負ければ学びが残る 



矢口先生への質問 



講座を体験したい方は 

下記の録画版に 

ご登録下さい。 


